















































































































































































観測点 海岸線からの@距離（km） 正面の遮蔽 捕集試料の方向
大気中の海塩粒子量
高maCl　d　100Gm2
A 0．05 なし NW 2，368
B 3．5 なし NW 0，481
C 0．23 あり NW t442
D 1．5 あり SSE 0，284
E 2．9 あり SSE 0，083
F 4．9 なし NW 0，057
G 7．4 あり NW 0，074
H 12．9 あり NW 0，051
1 0．13 あり W 0，799
J 5．3 なし SSE 0，235
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　　　　　　　　海岸線からの距離（km）
　海岸線からの距離と大気中の海塩粒子量（2002年11月）
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岸線から非常に遠い位置でも，既往の研究に比べて高い海塩粒子量が観測された．これ
は特に冬期において，柏崎の風速が非常に強いためと考えられる．
　なお観測点D，E，1では他の同程度海岸より離れている地点と比較すると飛来海塩粒子
量は少なかった．まずD，Eにっいて共通して言える事は捕集試料がSSE方向に向けて設
置されている点である。気象データの風速・風向によれば，風はSSE時の風速は弱いの
で，それが要因の一つであると推測される．すなわち，海岸から離れた場所においても
捕集試料の方向は飛来海塩粒子の捕集量において重要な因子となっていると考えられる．
また観測点1は周辺が住宅街であり，また設置箇所がNWよりの風を受けずらい所であっ
たということが主な要因として考えられる．
　一方，観測点G，Hはほぼ同じような条件で，海岸線からの距離のみが異なる観測点であ
るが，海塩粒子量にそれほど大きな差は見られなかった．このことから，海岸線より7km
程度離れるとそれより遠方では飛来海塩粒子量はゆるやかに減少していく傾向が指摘され
る．
　次に，大気中の海塩粒子量と海岸線からの距離の関係を月別に示したものがFig．7で
ある。12月はll月や1月と比べて観測された海塩粒子量は全体的に低かった．これは
表1に示したように，12月の平均風速が他の月に比べて低かったことが影響したものと
考えられる．また11月と1月を比較すると，海岸から比較的近い測定点では大きな差は
生じていないが，海岸から離れた位置では1月の方が高い海塩粒子量を観測している．
これより，風が一定以上に強くなった場合，海岸に近いところよりも遠く離れた場所で
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　Fig．7　海岸線からの距離と大気中の海塩粒子量（測定期間全体）
大きな影響が現れるものと推測される．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結論
　冬期の日本海沿岸部において飛来海塩粒子の調査を行い，気象データと照らし合わせ
ながら考察を行った結果，以下の結論を得た．
1）既往の太平洋側での調査結果に比べて，非常に高濃度の海塩粒子が観測された．
2）その要因としては，冬期の日本海側特有の強い季節風が影響していると推測される．
3）また海岸からの距離が同程度であっても，開放されている方角の違いによって飛来海
　塩粒子の付着量に差が出た．
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